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要約・感想 

読書生活を豊かにするには幼児期の読書活動は、大人から与えられる絵本の範囲内で

行われる。自らの手で絵本を自由に選択する機会は多くなく、大人が子供のためにどうい

った絵本を選ぶかは重要な問題である。ある研究において、子供の好きな絵本に多く含ま

れる主題には、どの絵本にも含まれているような一般的な主題も多く含まれており、子供

の好みを適切に反映した主題の特定には至っていないと考えられている。そこで、絵本全

体ではなく、ページごとに主題を割り当てたうえで、子供の好みと主題を結びつけること

を考えた。子供の反応を利用して、ページごとの好みを判定し、子供が好む主題をページ

単位で取得することを試みる。子供の好みと絵本の主題の関係性をより詳細にとらえる

ことを目的とした研究である。 

読み聞かせ時の様子をビデオ撮影し、子供が絵本に対してどのような反応を表してい

るかを記録し、各ページの好みの度合いを判定する。32 家庭、34 人の子供を調査対象者

とした。反応に発達の違いが表れにくくするために、３～４歳に年齢を限定した。 

その結果、好きな絵本においても 21.4％のページには反応がなかった。つまり、ここ

に含まれている主題は「好き」な要因と無関係の可能性がある。また、反応の多かったペ

ージには「楽しむ」「陽気な」があることが分かった。このことから、子供は明るい内容

を示す主題を好みやすく、それを最も端的に表すこれらの主題に対して、積極的な反応を

していることが分かる。一方、反応の少なかったページには「家族」「他者を認識する」

であった。ピアジェの前操作期にあたり、自己中心性が発達する時期である。そのため、

他者に対して行う働きかけや、しつけを行う家族に対しては興味を持ちにくいのではな

いかと考えられる。 

ページごとの反応を利用した研究は非常に興味深かった。“好み”とは、また変わってく

るのかもしれないが、わたしが成長したいまでも覚えている絵本は、日本語でも何物でも

ない独特な擬音語が繰り返されていた絵本や、黒や紫が使われていて、非常に怖い印象を

受けたページがあった絵本である。絵本を読んでもらう年頃で、読書というものに興味を

持たせる観点からでは、“好み”を分析する研究は、実際に研究成果を発揮できるのだろう

と感じた。しかし、“印象に残る”ことから読書というものに興味を持たせる観点からであ

れば、結果は大きく違うのだろうかと感じた 
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